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1) はじめに（招聘の概要） 
神経科学に関連した国内最大の学術集会である日本神経科学大会に 3 名の演者をお招きし、

侵襲型 Brain-Machine Interface の最新知見を共有し議論するシンポジウム「脳情報通信の

ための Brain-Machine Interface」を 2023 年 8 月 1 日に仙台国際センターにて開催した。

我々のシンポジウムは会議中で最も大きい会場がほぼ満員となる状態で、同分野に対する

研究者の関心の高さが現れた。特に、日本では遅れている侵襲的信号をヒトに用いた Speech 
BCI に関する報告や、1000 極以上の針電極を用いた脳への情報入力技術について高い関心

が示され、活発な議論がなされた。また、同会議に先立って、2023 年 7 月 31 日にも、仙

台の会議場で 1 日かけてシンポジウムを行った。同シンポジウムでは招待者に各 1 時間の

講演と質疑応答を行なったほか、国内で関連する研究を行っている研究者 6 名が発表を行

い、Speech BCI や脳情報解読、脳への情報入力技術について技術交流を行った。また、招

待演者には、研究室訪問や個別のミーティング、ポスター形式での討論などを行い、技術交

流を実施した。1 名には大阪の研究室にも訪問してもらいセミナーを行った。3 名の招待者

全員から、日本で実現できていない研究成果について詳細な解説をして頂き、また、今後の

共同研究を計画することができた。日本の BCI 研究を活発にし、新たな共同研究を開拓す

るために大変有意義な技術交流が実現できたと考える。 
 
被招聘者の紹介 
被招聘者１ Dr. Xing Chen (ピッツバーグ大学医学部助教、上記写真左) 

Xing Chen 博士は、刺入型微小電極を用いた脳への情報入力技術の開発を専門としており、

サルの後頭葉に 1024 極の電極を留置し、電気刺激することで人工視覚を実現した。博士は、

3D プリンティングで、頭蓋内埋込デバイスを独自に開発している (Chen et al., J. Neurosci. 

Method., 2017)。また、同様の刺入電極をヒトに用いた人工視覚再建の臨床研究にも携わっ

ている。本シンポジウムでは、これらの成果と、最近の研究成果を紹介し、特に電極の安全



 

 

性や長期安定性について詳細なデータを紹介し議論を行った。 

 

被招聘者２ Dr. Sean Metzger （UCSF、上記写真中央） 

Sean Metzger 博士は、頭蓋内に留置した微小脳表電極を用いて μECoG を計測し、これを用

いて、麻痺患者の意思伝達機能を回復させる技術を開発している。口の運動領域に留置した

μECoG から発声時の口の動きを推定し、重度の構音障害がある患者の口の動きを推定する

ことで、正確な発話内容推定ができることが示された。また、これまでの成果では１分間に

18 単語の速さの文章出力が報告されていたが、今回の報告では、さらに高い速度での文章

出力が報告された。μECoG の最適な留置場所や、素早く正確な文章生成のための技術につ

いて、詳細な説明がなされた。 

 

被招聘者 3 Dr. Sarah K. Wandelt （カリフォルニア工科大学、上記写真右） 

Sarah Wandelt 博士は、ヒトの大脳皮質の、発話に関する脳部位に電極を刺入し、同時に大量

の神経細胞の活動を計測し、発話と手の動きに関する脳活動の関連を明らかにした（Wandelt 

et al., Neuron, 2022）。また、同信号を用いてヒトの内的発語を推定できることを示し、Superior 

Marginal Gyrus における言語表象の特徴を詳細に説明した（Wandelt et al., medRxiv 

2022.11.02.22281775）。新しい Speech BCI として今後の発展が期待される。 

 

2) 会議または集会の概要 
2023 年 8 月 1 日に日本神経科学大会のシンポジウムとして上記 3 名の招待演者と栁澤琢

史の 4 名で、侵襲型 BCI の開発と神経科学的基盤について発表・議論を行った（下図）。同

大会の中でも多くの聴衆を集め、関心の高さが示された。また、それぞれの演者に対して、

活発な議論が行われた。特に、日本では侵襲型 BCI をヒトへ適用する例が少なく、また、

言語に関連した研究がヒトでないと行いにくいことから、Sean Metzger 博士や Sarah 
Wandelt 博士の発表では、神経科学的議論に加えて、応用面での議論も行われた。また、

Xing Chen 博士の発表に対しては、超多チャンネルの刺入型電極の安全性や長期安定性な

どについて詳細な議論がなされた。 

 
図 神経科学会シンポジウム（左）とサテライトシンポジウム（中央）、CiNet でのシ

ンポジウム（右）の様子 
 



 

 

3) 会議の研究テーマとその討論内容 
会議では侵襲型 BCI を用いて、重度麻痺患者の意思伝達を実現するために、神経科学的課

題を明らかにすることが討論内容となった。Sean Metzger 博士より、高速で正確な言語 BCI

を実現するための技術的課題が議論された。また、Sarah Wandelt 博士の発表に対して、内的

発語を頭蓋内脳波から推定するために最適な脳部位や利用できる脳情報について議論がな

された。さらに、これらの情報を直接脳へ入力し脳と脳の間の通信を実現するための技術と

して、Xing Chen 博士の成果より、超多チャンネル刺入型電極の安全性・安定性について議

論がなされた。また、栁澤より、心的想起内容を推定し意思伝達する技術について議論がな

された。侵襲的脳信号を用いて意思伝達を実現するために、言語情報の解読や心的想起内容

の推定が有効であり、また、脳情報入力については、入力できる情報の種類に課題があるこ

とが共有された。 

 
4) 招聘した成果 
上記のシンポジウムを実施し、本邦で開発が遅れている侵襲型 B C I の臨床応用について、

広く情報を共有し課題を議論できたことは大きな成果であった。また、今後の技術開発を加

速するための共同研究構築など議論された。今後、今回の招聘によって得たネットワークを

介して、侵襲 BCI の国際共同研究が期待される。また、3 名の滞在中には、日本神経科学会

以外にも、２つのシンポジウムを実施した。１つは大阪大学 CiNet において、講演を実施し、

BCI の研究者を中心に多くの聴衆が集まり、専門的な議論が行われた（図）。 

さらに、2023 年 7 月 31 日にトラストシティカンファレンス仙台にて、3 名の招待演者と

国内の 6 名の侵襲 BCI 研究者で公開シンポジウムを行い、詳細な技術交流と議論を行った

（図）。このシンポジウムでは、脳と脳の間の直接的な情報伝達技術の実現に必要な技術的

課題などが議論された。さらに、これら会議の際に、多くの学生と招聘者の間で、それぞれ

の研究に関する詳細な議論が行われたことも成果であった。 
 
5) その他 
上記のシンポジウムに加えて、学会主催の懇親会などで、多くの日本人研究者と招聘者と

の間で交流を持つこともできた。日本では侵襲型 BCI を臨床研究として実施する研究者が

少ないことから、実際に臨床研究を実施する研究者と直に交流する機会を持ったことで、侵

襲型 BCI の臨床研究を肌で感じることができたと思われる。このような機会を通して、本

邦における技術開発がさらに加速すると期待され、今回の技術交流は大きな意義があった

と感じられた。 


